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　小児がん治療は、長期入院を伴うことがあります。すべての子ども
は、それぞれの成長発達に応じた教育を受ける権利を有しています。
治療が優先になりがちであっても教育を受け続けることは、子ども自
身が病気と闘い、退院してから元の学校に通いたいという意欲の原動
力にもつながります。

　沖縄県内の8つの病院には、病気
やケガで長期の入院を必要とする
小・中・高校生が、入院治療中でも
安心して学校教育が受けられるよ
う、森川特別支援学校による病院内
訪問学級（院内学級）が開設されて
います。

（１）入院中の教育支援、復学支援

・院内学級での一週間の学習時間は６～２７時間程度で、治療日程や
体調に合わせた学習が可能です。

・授業は教室での学習を基本としますが、状況に応じて準無菌室等を
含むベッドサイドでの学習にも対応しています。

・ICT（Skype等映像つきの会話が可能）を活用し、入院前に在籍し
ていた学校や、他の病院の院内学級との交流および共同学習も行っ
ています。また、森川本校を会場に行われる運動会や文化祭の行事
にも院内学級から参加することが可能です。

・入院中は、院内学級、病院、入院前に在籍していた学校と連携し、
治療中の子どもを支えていきます。

■院内学級の特色4. 子どもの療養を支える

琉球大学病院

沖縄県立中部病院

沖縄県立北部病院

中頭病院

那覇市立病院

沖縄協同病院

沖縄県立南部医療センター・こども医療センター

沖縄赤十字病院

■沖縄県立森川特別支援学校

病院名 小・中学生 高校生

○
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○
○ ○
○
○
○
○ ○

院内学級が設置されている病院

＊印の病院の高校生については、森川特別支援学校へお問い合わせください。

http://www.morikawa-sh.open.ed.jp

（2）ファミリーハウス

FAX：098-979-6771
〒901-1105　南風原町新川272-16  HP：http://gajyumarunoie.com
※予約の受付は午前9時～午後8時まで
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（3）入院中のきょうだい支援

　私は５歳の時と15歳の時に白血病を患いました。５歳の時の闘
病の記憶はボンヤリとしか覚えていませんが、15歳で再発と告げ
られたときは、当時の辛かった治療の記憶が蘇り、これから始ま
る抗がん剤治療への恐怖と不安が私を襲いました。抗がん剤治療
に対しては口の中が荒れたり、食べたいものが食べられなかった
り、吐き気に襲われたりと、過去の経験から本当に不安でしかな
かったのを覚えています。
　しかし、主治医の先生のひと言が私を救ってくれました。先生
は病室に入ってくると「僕が治すから寝ているだけでいいよ。安
心して」と声をかけてくれたのです。その言葉のお陰で私は安心
感に包まれ、抗がん剤治療と闘病に対する勇気が湧き、救われた
気持ちになりました。
　最初に心配したことは高校受験でした。進路選択をしている最
中だったので、このまま希望校にいくことができないのでないか
ととても心配でした。また、スポーツを高校でも続けたいと思っ
ていた私は、入院前みたいに思い切りスポーツができるのかな？
という心配もありました。しかし、母や院内学級の先生、看護師
さんが親身になって進路のことも協力してくれて、治療に専念す
ることができました。時には、看護師さんが勤務後に受験対策を
一緒にやってくれたりして、本当に周りに恵まれているなと思い
ました。
　思春期ということもあり、他の人に悩みを話したくないと思う
ときもありましたが、辛くなったら看護師さんや主治医の先生に
話してみると、とても楽になりました。今考えると、お世話になっ
た周囲の方々に感謝の気持ちでいっぱいです。

周りが必ずついている

（20代　男性）
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（１）AYA世代のがん

5. AYA 世代のがんを考える


